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中１数学 ２０１９年度 夏期講習 合同とその応用Ｂ 本問解答 

§５ 合同とピタゴラスの定理 

※ 欠席してしまった場合は、問 5.1, 問 5.2を自分で確認してください。

問５.１ 

△ABHと△DCIにおいて、

ABCDは平行四辺形で AHIDは長方形なので、

BC=AD=HIより、BC+CH=CH+HI 

ゆえに、BH=CI ····································································· ①

また、AHIDは長方形なので、AH=DI ······························ ②

AHIDは長方形なので、AH // DI だから、

∠AHB=∠DIC（同位角定理） ············································ ③

①②③より、△ABH≡△DCI（二辺夾角相等）

これより、平行四辺形 ABCDと長方形 AHIDは、

合同な三角形△DCI,△ABHを付け加えると同じ四角形 ABIDとなるので、

補充合同である。

よって、平行四辺形 ABCDの面積=長方形 AHIDの面積

問５.２ 

ピタゴラスの定理は、ABを 1辺とする正方形（Sとする）の面積と、BCを 1辺とする正方形と CAを
1辺とする正方形をあわせたもの（Tとする）の面積が等しいという主張であるから、図形 Sと Tが補
充合同であることを証明すればよい。

下図のように S, Tに△ABCと合同な三角形を 4つずつ付け加えると、どちらも 1辺の長さがBC CA の

正方形となるので、S, Tは補充合同である。
よって、定理は示せた。

A

B C

D

H I

A

B C

D

H I

A

BC

A

BC



2 

問５.３ 

(1) (2) 

問５.４ 

面積が 2 , 3の正方形の一辺の長さをそれぞれ ,a bとする。長方形 ABCD上に長さ bの線分を作ろう。
問 5.3 (1) から aは面積 1の正方形の対角線の長さと一致することが分かる。
さらにピタゴラスの定理（問 5.2の証明）から、直角を挟む 2辺の長さが 1 , aであるような
直角三角形の斜辺の長さが bであることがわかる。

よって、長方形 ABCDを

のように折り aを作り、さらにこれを辺 BC上に移せば、

このようにして bが作れる。
長さ bが作れれば、たとえば次のような方法で、一辺の長さが bの正方形を作ることができる。
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先ほど作った長さ bの線分 AEを下図のように切り取り、平行四辺形 AEFDに変形する。
○印のついた角度と△印のついた角度の合計は90であることに注意しておく。
次に AEG=90 となるような辺 AD上の点 Gに対し、線分 EGを切り取り、下図のように変形する。
最後に、IHの延長と DFの交点 Jに対し、線分 HJを切り取れば、正方形 EIJKに変形できる。
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